





















意的ではなく､ 何らかの形で相関している｣ と考えられる一群の語彙である (田守・ロー
レンス   ：!)｡ 琉球諸方言にも豊富なオノマトペ語彙がみとめられているが､ その形式
的な特徴の分析および意味の記述・考察は､ その他の項目に比べるとあまりなされてきて
おらず､ 多良間島方言についてもそれは例外ではない｡ 本研究では､ 同方言のオノマトペ
研究の手始めとしてオノマトペ語彙の形式を分析し､ さらに各形式の対応関係の考察を試
みる｡
用例について､ すべて音韻表記を用いて示している１｡ また､ たずね文などにおける語
尾の上昇は ｢
[｣ (書く？) のように示す｡ 訳文について､ 助辞や文脈を示すためな
ど､ 用例中に現れていない要素は ( ) に入れて示す｡ {"} は意訳､ {	"} は注記で




多良間島方言のオノマトペの音韻形式は､ 大きく､ 語基の繰り返しのないタイプ (｢ひ













































































































































































































































バッタは上 (のを)､ 私たちは目と思うけど､ あれではない､ あれの下が目だから､






























































































などをして疲れた様)､ &&(ユックリ)､ &&(バタバタ)､ (※水
滴の垂れる様)､ (ダラダラ)､ (ガヤガヤ)､ (グルグル)､


























手がムッチャムッチャ {ベタベタ} と (して) いる｡
 " 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多重複形 !型 (３重複) 


















































形式なのか､ 今後確認が必要である｡ また､ 多重複形の型および	
強調形につ
いて､ これらは重複形オノマトペの強調形式であり､ それぞれの形式と意味との間に関連




























動きに勢いのある様〉 を表す様態副詞として機能しているが､ 前者の動き ｢放る｣ が一挙


















次の例の (ガス) と例の (ガスガス) にも同様のことが言える｡
いずれも 〈包丁などでモノを切る様〉 を表す様態副詞であるが､ 前者の ｢切る｣ 動作が単









の(パチン) は 〈手などでモノやヒトを叩く様〉 を､ 例の(ブ
ツブツ) は 〈小言や文句を言う様〉 を表している７｡ なお､ 単一的か継続的かの対立はあ
る｡
 






夫は妻の様子が変なので､ 責めると､ 妻もバッチャバッチャと (して) {ブツブ
ツと文句を言って}､ 後はけんかをして､ [民] (＝")
3-2 ひとえ形､ 重複形と語末長音化形の対応関係
日本語オノマトペと同じく､ 多良間島方言のオノマトペにも末尾音の長音化の有無によ
る対応がみとめられる｡ 以下の例の(グサ) と#の(グサー) はいずれも







すなわち､ の方がより勢いよく､ 深く ｢刺す｣ ことを表している｡ なお､ これ
－ 24 －
らの語には語基を同じくする重複形  (グサグサ)､ その語末長音化形
も対応している｡ 以下の用例では ｢刺す｣ 動きが反復されていることを､

































































大半が擬音語で､ (中略) 撥音が ｢共鳴｣ を表す｣ と述べており (	
)､ その他の音を表












ひとえ形では型､ 重複形では型､ 型､ 型に､ 語基末尾に､
､ を伴う形式と対応するオノマトペ語彙がみとめられた９｡ このとき､ 語幹末尾に










風がバーバー {$ビュービュー} と吹いている｡ (＝
)
		& % '＝ 






バッタは上 (のを)､ 私たちは目と思うけど､ あれではない､ あれの下が目だから､
(覆われず) ツンツン {パチパチ} と (して) いる､ [民] (＝)
			
(目で) 指で突こうとしたら､ その多良間の人はツンカ {パチッ} と (まばた
き) したので､ [民] (＝)

目はツンマツンマ {パチパチ} と､ [民] (＝ !)
	"＝
しけっていてもこの子 (のような若者) らはパラパラ {パリパリ} 食べるよ｡
	




ヤドカリは {が} 自分の重たい殻を引きずって歩いたので､ 木の葉がカシャカ
シャとしたらしい｡ [民]
	
そばからまた､ カシャラカシャラ {カサカサ} と (何かが) 出てくるので､
[民] (＝ )
また意味的な面について､ いずれのペアあるいはグループにも共通性がみとめられる｡
例えば､ 用例の(パリパリ) は 〈モノの固い様〉 を表し､ の
(ポキッ) は 〈固いモノが折れる音〉 を表すというように､ 両者の語彙的意味には 〈モノ
の固いこと〉 という共通点が窺える｡ これらの対応関係については､ 語基末尾に伴われる
／／がどのような ｢意味｣ を元の語に付加しているかについても､ さらに用例







































これらの他､ 用例の(キョロキョロ､ 〈あちこち周囲を見回す様〉)､ %の
$$ (ブツブツ､ 〈文句を言う様〉) についても､ それぞれの 強調形
(､ $$) を確認している｡






















人の家に入って行って､ 押し入れとかタンスとかと､ パラカガパラカ {ガリガ
























































































である｡ この程度の強さの ｢強調｣ は､ 語末長音化形と同様の働きである｡ 例えば､ 以下
の２つは語基を同じくする重複形と	
強調形の用例だが､ 話者によると､ どちらも 〈息
－ 29 －













重い荷物を積んだ場所を引く馬が､ バーカガバーカ {ゼーゼー} と息を吐いて
いた｡ (＝"#)
しかし､ オノマトペの例ではないが､ 単にリズムを整えるためにを伴っていると
思われる用例も確認された｡ 以下の用例は ｢ソーメン｣ を買ってくるよう頼まれた男が
｢メン｣ の部分だけを思い出し､ ｢面｣ を買いに行く場面であるが､ ｢メン｣ という語が










め､ その文法的機能､ そして語彙的意味の記述など､ さまざまな側面からの研究が求めら
れる ｢ジャンル｣ であると考える｡ そして､ そのさまざまな側面には強い相関関係がみと
められる｡ 本研究を足掛かりに､ 音韻形態の特徴や文法的機能､ 語彙的意味の分析などの
研究を発展的に進めていきたい｡ 今回は触れられなかったが､ 例えば&(ジャラ) と
&(バリン) のような'('(型と'('(型の対立など､ 長音の有無による意味的な
違いの考察も必要である｡ また､ !!((おしっこを) もらす)､ 		(とき





筧壽雄､ 田守育啓編『オノマトピア 擬音・擬態語の楽園』 勁草書房
かりまたしげひさ｢沖縄県名護市幸喜方言の擬声擬態語｣ 『日本東洋文化論集』 ：９，琉球大学法文学部
高橋俊三｢多良間方言の語彙 (中間報告)｣ 『多良間島調査報告書 ()－地域研究シリーズ 	
』 沖縄国際大学南
島文化研究所：
高橋俊三｢多良間方言の語彙 (中間報告２)｣ 『多良間島調査報告書 ()－地域研究シリーズ№』 沖縄国際大学南
島文化研究所：





本稿は､ ｢第４回若手研究者セミナー ｢琉球諸語の記述について考える｣｣ (於琉球大学､ 国際沖縄研
究所主催・琉球諸語研究会共催) における口頭発表を基としている｡ また､ 文部科学省科学研究費 (基盤研究 ()､
課題番号 ) ｢消滅危機言語としての琉球諸語・八丈語の文法記述に関する基礎的研究｣ (代表者 狩俣繁久)
の研究成果の一部である｡ 調査にご協力いただいた方々および発表の席上貴重なご助言を下さった方々へ､ この場を
借りて篤く御礼申し上げたい｡
１ 本発表で用いている音韻表記の一部について､ は []､ は []､ は []､ は []､ は [] である｡
また	､ ､ は成節的な子音であり､ その音価はそれぞれ [	…]､ []､ [] である｡ また促音は 
で表している｡ なお､ 両唇音の前に現れる [] について､ [!，"＞] の変化が想定される場合､ また合成語な





+ビョービョー [副] 犬が鳴く擬声語｡｣ (%)という記載を元に､ 作例してもらった｡ なお､
多良間島方言の犬の鳴き声を表す擬声語には ｢,
!,








５ 例えばに対応する ｢アチコーコー				｣ などがある (
						．ほやほやの
うちに食べろ｡ (国立国語研究所編『沖縄語辞典』 ))｡ 但し､ など色を表す形容詞語幹が前接し
ている語は確認できていない｡
６ 国立国語研究所編『沖縄語辞典』 より｡ 前者は ｢胸さわぎするさま｡ 心が浮き浮きするさま｡｣ ()､ 後者は
｢一 (物を捜す時などに) 目をきょろきょろさせるさま｡ 二ぱっちり｡ 小児などの目のさま｡｣ (より，用例省略)
をそれぞれ表す｡
７ 補足をしておくと､ ひとえ形のには 〈小言や文句を言う様〉 を表す用法はない｡ また､ 重複形の
も 〈手などでモノやヒトを叩く様〉 を表すのにはほとんど用いられず､ この場合は(バチバ
チと叩く｡ 
バチと叩く) のように言うのが普通であるという｡
８ 同じく南琉球に属する宮古城辺の保良方言でも同様のことが言えるという｡ 例えば 〈刃物などでモノを刺す様〉 を表
すオノマトペについて､ ｢ザウ｣ は軽く１回､ ｢ザウザウ｣ は軽く２回､ ｢ザウー｣ は深く１回というように､ それぞ
れ ｢刺し方｣ が異なる (狩俣繁久氏 (琉球大学) 私信)｡
９ 対応する (元の) 語は確認できていないが､ 用例の(チャポン) もこのタイプになるだろう｡
ここでは固いものを噛み砕いて食べるさまが表されている｡
一種の母音調和によって生じたの異形態か｡ ただし ､  の例がすでに現れており､ 可能性は低いよ
うにも思われる｡
なお､ ｢回る｣ 主体の太さ・大きさに制限はなく､ ｢木｣ を ｢鉛筆｣ に置き換えても文として成立する｡
 用例､ !に示した感嘆詞のを伴わない形式の用例を参考に挙げておく｡ (いずれも 『民話』 より) 
１























沖縄言語研究センターによる宮古諸島全集落調査 (以下､ 全集落調査) のデータを使用
し､ ファイルメーカーによって言語地図化する｡ 今回扱う語彙は､ 親族語彙の一部である｡
２. 父 (図１)
士族語の ｢ウヤ系｣ と平民語の ｢イヤ系｣ ｢アイヤ系｣ ｢アサ系｣ に分類できる｡ 言語地
図では､ ｢ウヤ系｣ と ｢イヤ系｣ の２語形併記の地点も多い｡ 中本正智 (*+,-：*./) では､
琉球列島全体の ｢父｣ の語彙が扱われているが､ ｢イヤ系｣ は ｢ウヤ系｣ と一緒にされて
いる｡ 宮古方言では､ ｢ウヤ系｣ と ｢イヤ系｣ が､ 士族語と平民語という意識で分かれて
いると全集落調査の調査メモにも記されているので､ これらを同系にするかは慎重な立場
をとったほうがよい｡ ｢ウヤ系｣ は ｢おや 【親】｣ に由来すると考えられよう｡ ｢イヤ系｣
の語源は不明であるが､ 漢語 ｢爺 (や)｣ などと比較されうるのかもしれない｡ その ｢イ
ヤ系｣ は､ 中本も指摘するとおり (中本*+,-：*./)､ 八重山方言の竹富島・黒島などの地
域でも用いられている (竹富島 ｢イージャ｣､ 黒島 ｢イザ｣)｡
久貝・松原の語形である ｢アイヤ系｣ は､ ｢イヤ系｣ に一人称を意味する ｢ア 【吾】｣ が
前に付いたものかもしれない｡ 八重山・石垣方言の平民語に ｢アヤ｣ があるが (宮城信勇
0//-：12)､ これと同系であろう｡
｢アサ系｣ は､ 中本正智 (*+,-：*..) に､ ｢祖父｣ の意味するものとして与那国方言に
あるとしている｡
アサ系は与那国方言だけに用いられている｡ 『おもろさうし』 には､ ｢父｣ をあらわす




宮古語では､ ｢父｣ を表す語として､ ｢アサ｣ が上野野原､ 城辺友利で用いられている
(｢ウヤ系｣ ｢イヤ系｣ に加えて併記されている)｡
士族語の ｢ウヤ｣ は､ 平良では ｢父｣ であるが､ 池間では ｢祖父｣ にあたる語になって
いる｡ かつては身分差 (士族・平民) を示していた語彙が､ 地域差となって現れていると
ころが注目される｡ 全体的に見て､ 身分的に下位の語彙であった平民語の ｢イヤ系｣ が使
われなくなり､ 上位の語彙であった士族語の ｢ウヤ系｣ に取って替わられつつある状況に
あると言えよう｡ こうした状況は､ 以下で見ていく親族語彙にも､ 全般的に言えそうであ
る｡
３. 母 (図２)
士族語の ｢アンナ系｣ と平民語の ｢ンマ系｣ に大きく分類できる｡ 他に ｢アニ系｣ の語
がある｡ 父と同じく ｢アンナ系｣ と ｢ンマ系｣ の２語形併記の地点もいくつかある｡
中本正智 (：	) では､ ｢ンマ｣ を ｢アム系｣､ ｢アンナ｣ を ｢アンナ系｣ に分
類している｡ そして､ ｢アム系｣ を上代語の ｢おも｣ ｢あも｣ と同源で､ 朝鮮語の
(母)
に関わる語とし (中本：	)､ ｢アンナ系｣ を ｢あね 【姉】｣ に関わる語としている｡
アンナ系は宮古に分布する優勢形であり､ 八重山小浜島 (筆者注：アンニ) にも存す
る｡ これは ｢あね｣ と関係のある語と思われる｡ ｢あね｣ は ｢姉｣ の意で 『おもろさう
し』 にも見られる｡ (中本正智：)
中本は､ 小浜島の ｢アンニ｣ を ｢アンナ｣ の由来の有力な手がかりにしているものと思
われる｡ 全集落調査では､ ｢母｣ を意味する語として､ 久貝に ｢アーニ｣ (第１音節は半長)､
松原に ｢アニ｣ があり､ 狩俣に ｢ウパーニ｣ (＜ウプアニ 【大姉】) がある｡ ｢アニ系｣ も､
小浜島の ｢アンニ｣ と同根と考えられ､ ｢姉｣ と大いに関係がありそうな語である｡
４. 子 (図３)
語源的には ｢こら｣ 【子等】 に関係がある語とされている｡ ほとんどの地域において唇
歯摩擦音の重子音 [] で現れる一方､ 北部地域の大神・島尻・大浦では単子音 [ｆ] で
現れている (母音は代償延長されている)｡ さらに､ 最北端の狩俣では､ 単子音で現れる










｢シュー系｣ (士族語)､ ｢ウヤ系｣ (池間系)､ ｢ウプイヤ系｣ (島尻・大浦・大神)､ ｢ウ
プアイヤ系｣ (久貝・松原)､ ｢ウプウヤ系｣ (水納)､ ｢マーイヤ系｣ (宮国・新里・保良)
といった多くの語形がある｡ ｢シュー｣ は､ 漢語 ｢主 (しゅ)｣ に由来するとされ､ 沖縄語
では平民語であるけれども､ 宮古語では士族語と認識されているようである｡ 中本 (：
) では､ 宮古における祖父の ｢シュー｣ を次のように見ている｡
宮古では､ 独自のイヤ系の勢力によって､ シュー系は ｢父｣ から ｢祖父｣ をあらわす
語へずれていったものと考えられる｡ (中本：)
また､ 池間系方言では､ ｢父｣ に対してではなく､ ｢祖父｣ に ｢ウヤ｣ と言っている｡
｢ウプ～｣ は北部地域に集中する｡ ｢ウプイヤ｣ 以下の語形は､ ｢父｣ を意味する語彙 (ウ
ヤ系､ イヤ系､ アイヤ系) に､ 接頭辞の ｢ウプ 【大】｣ や ｢マ 【真】｣ が付いているのであ
ろう｡ なお､ 大浦方言は ｢ウプ｣ の部分が ｢ウトゥ｣ となっている｡
６. 祖母 (図５)
｢ンマ系｣ (士族語)､ ｢ウプンマ系｣ (大神・島尻・大浦・多良間・水納)､ ｢パーンマ系｣
(池間系・宮国・来間)､ ｢アーマ系｣ (久貝・松原・野原) といったいくつかの語形がある｡
士族語では､ 母が ｢アンナ｣ で､ 祖母が ｢ンマ｣ である｡ 平民語では､ 母が ｢ンマ｣ と
なる｡ ｢ウプンマ系｣ は､ 平民語の ｢母｣ を意味する語彙 ｢ンマ｣ に､ 接頭辞の ｢ウプ
【大】｣､ ｢パーンマ系｣ は接頭辞の ｢パー 【母】｣､ ｢アーマ系｣ は接頭辞の ｢ア 【吾】｣ が
付いたものと考えられる｡
７. 兄 (図６)
士族語の ｢アザ系｣ と平民語の ｢スザ系｣ がある｡ ｢アザ系｣ の ｢ア｣ は､ ｢あに 【兄】｣
あるいは ｢あ 【吾】｣ と関係がありそうであるが､ 語源的に確実なことは分からない｡ ｢ス
ザ系｣ は､ 池間系や北部地域､ 久松地域に現れているが､ 沖縄における ｢すざ｣ (オモロ)､
｢シージャ｣ (首里方言) と同根である可能性が高そうである｡ ただし､ 宮古語の ｢スザ系｣
の第１音節は､ 多くが [] という	
由来の音であることが問題点として残る｡ また､
第２音節の子音 ｢ザ｣ が地域によっては ｢ジャ｣ (口蓋化)､ ｢ダ｣ (閉鎖音化)､ ｢タ｣ (無
声化) に音変化している｡ 水納島では､ 男女関わりなく年上きょうだいを表す名称 ｢イダ｣










士族語の ｢アンガ系｣ と平民語の ｢アニ系｣ がある｡ ｢アンガ系｣ は沖縄語の ｢アン
グヮー｣ (姉) と関係があるのかもしれない｡ もしそうだと仮定すると､ 沖縄語の ｢アン
グヮー｣ (姉) は平民語であり､ ここでも沖縄語の平民語が宮古語の士族語になるという
構造が出来上がっている｡ ｢アニ系｣ は､ ｢あね 【姉】｣ に由来すると考えられる｡ 池間系
方言が ｢アニ系｣ で平民語を用いているのは他の親族語彙と同様であるが､ 伊良部島全域
で (池間系の佐良浜以外でも) ｢アニ系｣ になっていることも地域的特徴として指摘でき
る｡
※本稿の作成にあたり､ 平成年度科研費 ｢琉球宮古方言の言語地理学的研究｣ (基盤研





























宮古島とその周辺の島々 (池間島､ 来間島､ 大神島､ 伊良部島､ 多良間島､ 水納島､ 下
地島) は ｢宮古諸島｣ と称する｡ 宮古諸島で伝統的に話されていることばは ｢宮古方言｣､
｢宮古語｣ などと名付けられている１｡ ただし､ 宮古諸島のうち下地島は､ 元々無人島であっ
たため伝統的な言語を有していない｡ 一方､ 水納島はかつては伝統的な集落があったが現
在は集落のほとんどが宮古島高野集落へ移住したため､ 集落としては存在しない２｡ 特に
 年にユネスコがこの地域のことばを ｢宮古語｣ とし､ 危機に瀕している言語の一つに




も下位区分もあることは､ 先行研究でも明らかになっている｡ 主なものを紹介すると､ 仲
宗根 (! "#[! $]) では ｢宮古方言｣ を ｢宮古本島方言｣ ｢伊良部方言｣ ｢多良間方言｣
に三つに下位区分している｡ また､ 狩俣 (!  #[!  ]) では以下のように五つに下位区
分している (%&'" )｡
宮古方言をさらに下位区分すると､ １) 宮古本島方言 (来間島も含む)､ ２) 大神
島方言､ ３) 池間島方言､ ４) 伊良部島方言､ ５) 多良間島方言 (水納島も含む) の
５つに分かれる｡
さらに､ 内間 (! "() では､ ｢本島北部方言 (大浦・島尻・狩俣) と本島南部方言 (大
浦・島尻・狩俣以外の集落) に分けられる｡｣ と述べ､ 宮古島内にも下位区分がみられる
ことを指摘している｡
本来､ ｢宮古語｣ の下位区分を正確に示すためには､ 宮古諸島のすべての集落の音韻・
文法・語彙を精密に調査し､ 比較研究する必要があるが､ 未調査集落に限定しても､ 非常
－ 45 －
に多くの時間を要する｡
そこで本稿では､ 宮古語の ｢言語地図｣ を利用し､ 宮古語のなかの ｢地域差｣ について
考えてみたい｡ この ｢地域差｣ は単語ごとに作成した言語地図によって異なっており､ そ
れぞれの言語地図に ｢地域差＝似た語形を用いる地域群｣ がみられる｡ このような ｢地域
差｣ を重ねると､ 方言間の ｢親近性｣ もみえてくるだろう｡ よって今回は､ 宮古語の言語
地図のなかから､ 主に地域差が顕著にみられるものを提示し､ 論じてみたい｡
今回使用する宮古語の言語地図の言語資料は､ ｢沖縄言語研究センター｣ が年から
実施した ｢琉球列島言語の研究｣ の ｢調査票｣ (第１～第４) と ｢全集落調査票｣ を用い
た調査データが主であるが､ 未調査の語彙や当該地域の語形ではないと判断される集落に
ついては､ 補足調査によって得られた言語資料で補った｡
本稿で用いる ｢言語地図｣ はデータベース・ソフト ｢	
｣ を用いて作
成した３｡ 地図に記された ｢記号｣ は､ 各集落で用いられる語形の一部分を表象し､ 記号
化したものである｡ 実際に作成した ｢言語地図｣ では､ ｢記号｣ を色分けし､ 似た特徴を
持つ語形を寒色や暖色､ ひらがなやカタカナ､ アルファベットなどによってグルーピング
している｡ 本稿ではモノクロでも語形の違いがわかるように ｢記号｣ の書体や文字の種類
を変えて示し､ 具体的な語形は地図下方部の ｢凡例｣ に示した｡ ただし､ 言語地図によっ
ては､ 未調査のままの集落や調査ミスとみられるものもあった｡ その場合は地図に ｢記号｣
を示さず､ 空白とした４｡
なお､ 本研究は平成年度科学研究費基盤研究 () ｢琉球宮古方言の言語地理学的研









ただし､ 池間系方言 (池間､ 前里､ 佐良浜､ 西原) や水納島方言などでは､ 中舌母音で
はなく､ 前舌母音／／に対応する場合もある (図２ 【鳥】)｡ なお､ 日本語 (標準語) の









図４ 【どう､ どうして】 に示したように､ 宮古諸方言のうち､ いくつかの方言で母音が
融合せずに連母音を保つ方言がみられる｡ この連母音の融合も／／の対応と同様に､ 単








宮古諸方言の多くの方言で日本語の ｢は行音｣ にはｐ音が対応するが､ 池間系の諸方言
では音化している (図６ 【鼻】)｡ しかし､ 図７ 【歯】 では池間島の字池間や宮古島西
原に音の語形がみられる｡ これについて平山 (	








ここでは特に破裂音が破擦音化 (／／／／) する現象を取りあげる (図８ 【肝】､ 図
９ 【さとうきび】)｡ この変化を起こすのは､ 池間系の諸方言の他､ 伊良部方言や宮古島南














宮古方言では唇を閉じる ｢ン｣ ／／と閉じない ｢ン｣ ／／とで意味を区別する地域
がある｡ 図【土】 ので示した地点 (主に宮古島北部､ 池間島字池間を除く全地域)
は､ 成節的子音／／を有する可能性がある地域である｡ 通常の撥音は後続する子音と同
じ調音点になるが､ Ｍで示した地域では後続子音が歯茎音／	／であっても両唇音／／
の ｢ン｣ になる｡ 当該地域でミニマル・ペアが確認されれば音素／／が認定できる｡























つぎの図【竿】 は､ 直音の拗音化の例である｡ 拗音化するのは多良間島の塩川､ 仲筋､
水納島の水納である｡ この地域は図９ 【さとうきび】 でも別系統の [] (塩川､ 仲





具体的に述べると､ 図１ 【らっかせい】 では中舌母音の分布､ 図２ 【鳥】 と図３ 【針】
では中舌母音の有無と／／に変化する地域､ 図４ 【どう､ どうして】 と図５ 【だれ】 で
は連母音の融合しない地域､ 図６ 【鼻】 と図７ 【歯】 では／／音化する地域､ 図８
【肝】 と図９ 【さとうきび】 では破擦音化／／／／→／／／／する地域､ 図	【天】
と図【手】 では破擦音化／
／→／／する地域､ 図【土】 では成節的子音／／にな
らない地域､ 図【荷】 では ｢に｣ の撥音化がみられる地域､ 図【風】 では破擦音の破
裂音化がみられる地域､ 図【節】 では摩擦音の弱化がみられる地域､ 図【毛】 では語
頭の有声音化がみられる地域､ 図【竿】 では直音が拗音化する地域である｡






／／ 池間､ 前里､ 佐良浜､ 西原／／佐和田､ 長浜､ 国仲､ 伊良部；水納､ 塩川､ 仲筋､
(前里)
３
／／ 池間､ 前里､ 佐良浜､ 西原／／佐和田､ 長浜､ 国仲､ 伊良部；水納､ 塩川､ 仲筋､
(前里)
４




／池間､ 前里､ 佐良浜､ 西原､ 島尻､ 大浦､ 佐和田､ 長浜､ 国仲､ 仲地､ 伊良部､
砂川､ 友利､ 新城､ 保良､ 新里／
／宮国､ 仲筋
６ ／／池間､ 下里､ 佐良浜､ 西原
７ ／／池間､ 前里､ 佐良浜
８ ／／池間､ 西原､ 佐和田､ 長浜､ 国仲､ 仲地､ 伊良部／／前里､ 佐良浜､ 友利
９
／() ／池間､ 前里､ 佐良浜､ 西原､ 佐和田､ 長浜､ 国仲､ 仲地､ 伊良部､ 来間､
友利､ 福里､ 保良／／塩川､ 仲筋､ 水納
	 ／／島尻､ 国仲､ 友利､ 保良､ 宮国
 ／／島尻､ 国仲､ 友利､ 保良／／宮国
 ／／池間､ 西原､ 狩俣､ 島尻､ 大浦
 ／／久貝､砂川､福里､比嘉､新城､川満､洲鎌､嘉手苅､新里､来間
 ／／池間､ 前里､ 佐良浜､ 西原､ 塩川､ 仲筋､ 水納 ／
／大神

／／仲地､ 伊良部､ 狩俣､ 大浦､ 荷川取､ 東仲宗根､ 久貝､ 松原､ 野原､ 塩川､ 仲筋､
水納／／久貝
 ／／狩俣､ 島尻､ 大浦






池間系諸方言 (池間､ 前里､ 佐良浜､ 西原)
伊良部方言 (佐和田､ 長浜､ 国仲､ 仲地､ 伊良部)
多良間系方言 (塩川､ 仲筋､ 水納方言)
大神方言
これらのうち､ の宮古島北部方言は狩俣､ 島尻､ 大浦方言であり､ 南部方言は旧城辺
の保良や友利､ 旧上野の新里やその周辺の集落である｡ ただし､ 南部地域では語形が一致
しない言語地図もいくつかみられるため､ 等語線をどこに引いてよいのかまだ判断できな





類を試みた｡ その結果､ 宮古島北部・南部方言､ 宮古島中央部方言､ 池間系諸方言､







１ たとえば中本 () では ｢宮古方言｣ と称し､ ｢この方言は多良間島・水納島・来間島・伊良部島・池間島・大神
島・宮古島に分布する｣ (	) と述べている。また､ かりまた (
	
) では ｢宮古語諸方言 (以下宮古語)｣ (	) や
｢宮古諸語｣ () などと称している。
２ 水納方言の詳しい報告はほとんどみられないが､ 下地 (
	
) などにより､ 明らかにされつつある。
３ 地図の基本的な設計は仲間恵子氏によるものである。筆者は各集落の方言語形を分析し､ 似た語形に類似の ｢記号｣
を割り当てるなどして､ 地図化を行った。
－ 65 －
４ 本稿の言語地図で ｢記号｣ がプロットされている地点 (集落) を末尾に資料として示す。言語地図をみる際に参照さ
れたい。
５ 中舌母音について､ これまで中舌母音のほか､ 舌尖母音とみる考えや､ 二つの母音の同時調音とみる考え､ 子音とみ
る考えなども示されている。筆者は､ ①母音の音色が観察されること､ ②舌端と前舌面を平面にするつもりで [] の
位置よりもやや上に持ち上げて調音されることにより､ ｢中舌母音｣ とみなす。詳しくは稿を改めて論じるつもりであ
る。
６ 以下､ 言語地図を墨付き括弧 【 】 でくくって示す。また､ 【 】 の前に地図番号を入れる。
７ この地図では大神方言だけ異なる記号を示している。これは語頭子音が有声の [] ではなく､ 無声の [] へと変化
したためであり､ 母音の違いではない。宮古語全体に中舌母音が認められる。
８ 言語地図【針】 は ｢道具｣ であるため､ 道具とともに方言語形も伝達された可能性もある。
９ 平山 (	
) には ｢池間方言では	才の翁長春福氏の発音 (｢老｣ と呼ぶ) によれば､ 他の宮古の諸方言と同じく､
(花) []､ (昼) [] ……のように行が体系的に存し､ 
才の勝連雅夫氏他数氏の発音 (｢若｣ と呼ぶ) に
は､ この種の行はなく､ すべて (花) []､ (昼) [] ……のようになっている｣ と述べられている。
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